	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	平成３０年
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	第６回（定例会）東かがわ市教育委員会議
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	会議録
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


平成３０年５月２５日（金）
	出席構成員

	

	東かがわ市教育長
	竹田　具治

	委員（教育長職務代理者）
	向山　正裕

	委員
	大久保　尚子

	
	山本　勝博

	
	樫原　文子

	欠席構成員

	

	
	

	説明のため会議に出席した者の職氏名

	

	学校教育課長
	久保　輝起
	こども総合支援センター　主査
	川田　信純

	生涯学習課長
	中川　敬彦
	
	

	学校教育課　副主幹
	水口　由美子
	給食センター　副主幹
	三谷　勇人

	学校教育課　副主幹
	岸本　禎
	
	

	学校教育課　主査
	十河　真衣
	
	

	学校教育課　主事
	土井　直樹
	
	

	生涯学習課　副主幹
	中川　晃代
	
	

	職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名

	学校教育課　副主幹
	水口　由美子
	
	

	会議録署名人

	教育長　竹田　具治、委員　樫原　文子　委員

	事務局担当書記
	学校教育課　副主幹　水口　由美子

	【特記事項】　傍聴人：０人
	
	
	
	
	


議　事　日　程
	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	平成30年第5回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

	日程第４
	教育長報告

	日程第５
	議案
	第１号
	東かがわ市図書館条例の一部を改正する条例について

	日程第６
	議案
	第２号
	東かがわ市教育振興審議会の設置について

	日程第７
	議案
	第３号
	平成30年度Ｈｉ－Ｅｃ「小学生クラス」モデル事業の実施について

	日程第８
	報告
	第１号
	平成30年6月議会定例会提出「平成29年度一般財団法人東かがわ市スポーツ財団の決算」に関する書類の報告について

	日程第９
	報告
	第２号
	平成30年度給食センター運営委員会委員の委嘱について

	日程第10
	報告
	第３号
	東かがわ市教育委員会の事務点検評価委員会委員の委嘱について

	日程第11
	報告
	第４号
	平成29年度東かがわ市こども総合支援センターの活動報告について

	日程第12
	報告
	第５号
	平成30年6月議会定例会提出「平成30年度教育関係補正予算」について


【議　事　内　容】
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（午後　１時３０分　開会）
■日程第１　会議録署名委員の指名について
　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、樫原委員を指名。
■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。
<質疑>
○　委員　　　　　１日で了承。
■日程第３　平成３０年第５回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について
　学校教育課長から会議録について説明。
<質疑>
○　特になし。
■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、５月（４月２６日から５月２５日）に出席した行事等について報告。
　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>
○　特になし。
■日程第５　議案　第１号　東かがわ市図書館条例の一部を改正する条例について
　生涯学習課　中川副主幹が説明。

<質疑>
○　特になし。
■日程第６　議案　第２号　東かがわ市教育振興審議会の設置について　　　　　　　　　　　　　
　学校教育課　久保課長が説明。

<質疑>

○　向山委員　　　　年間で何回開催しますか、期間はどのくらいでしょうか。
○　久保課長　　　　現在の計画では、6月に第1回を行い、現状と課題について、資料がありますので、提案いただき、2回目ぐらいからガイドラインの作成に向けた意見交換を行い、3回から4回の会議を経て、ガイドライン案の作成までいきたいと考えています。期間は2カ月に1回のペースで会議を開きたいと思います。その間事務局の方で必要な先進地の事例等の調査を行っていきたいと思います。
　　　　　　　　　　審議会の経過につきましては、その都度、教育委員会の中でも経過報告というかたちで進めさせていただきます。必要な事項、重要な部分については充分時間をかけていきたいと思います。

■日程第７　議案　第３号　平成３０年度Ｈｉ－Ｅｃ「小学校クラス」モデル事業の実施について
　学校教育課　久保課長が説明。

<質疑>

○　樫原委員　　　　1期となっていますが、2期、3期と広げていく予定はありますか。

○　教育長　　　　　これはモデル事業で、目的がハイレベルで中学校にも繋がるような内容ですので、将来的には全小学校に広げていければと想定しています。

○　樫原委員　　　　学校を換えて実施するんですか。
○　久保課長　　　　それも含めて検討したいと思います。できれば小学校の高学年から中学校へ繋がるような課外の活動として位置づけられたらと思っています。
○　教育長　　　　　中学校の部活動のような感じで、「Hi-Ec」がもう少し広がればいいかと思います。
○　向山委員　　　　部活動に繋げるということが白中、大中には入っていないので狙いに入れておいてはどうか。回数も少ないのではないでしょうか。
○　久保課長　　　　モデル事業で、試行的な取り組みと考えていただいたらと思います。白鳥についても、小中の統合に向けた検討が重要で、英語教育では昨年度から指定校を受けて小学校でも実施していますし、選任で小学校の英語教員が配置され、授業の中でその先生が中心となってコントロールしています。
大内地区については大川中学校を中心に小学校との連携、三本松小学校との統合も控えておりまして、新たな事業を組む中で、場所も学校ではなく公民館を使って実施しています。課外活動として位置づける中で、引田中学校の英語部が今年度、ほぼいないという状況で、これまで活動が活発に行われていた英語部ですが、もう一度復活できるような形になればいいかと、最初に引田小学校にしました。
回数につきましても、年間を通した取り組みを視野に入れましたが、6年生であれば授業が6時間目で、帰りが遅くなり、課外の時間も取りにくいなか、指導体制で、水曜日は現職教育の日で先生方が研修のため、子供達が集団下校をしますので、時間的に課外の時間が取りやすいというところがありました。

■日程第８　報告　第１号　平成３０年６月議会定例会提出「平成２９年度一般財団法人
東かがわ市スポーツ財団の決算」に関する書類の報告につい
て

　生涯学習課　中川副主幹が説明。

<質疑>
○　山本委員　　　　11ページ、引田運動広場のコメントですが、グランドゴルフやスポーツ少年団の定期的な利用があり、安定した利用状況である。とありますけど、ここがマイナス2,292人で37パーセントの減になりますがこのコメントは変えた方がいいと思います。
○　中川課長　　　　2,292人の大きな減少ですが、これは28年度に鳴門のグランディで女子プロゴルフの大会が開催されました。そこで駐車場として利用した数が入っているのでその対比をしますと大きな動きになるので、数が変わりました。ゴルフがなければ平均した動きになっております。
■日程第９　報告　第２号　平成30年度給食センター運営委員会委員の委嘱について

　給食センター・三谷副主幹が説明。

<質疑>
○　特になし。

■日程第１０　報告　第３号　東かがわ市教育委員会の事務点検評価委員会委員の委嘱について
学校教育課　十河主査が説明
<質疑>
○　特になし。

■日程第１１　報告　第４号　平成２９年度東かがわ市こども総合支援センターの活動報告について

　こども総合支援センター・川田主査が平成２９年度の活動報告について「育成のあゆみ」を使って説明。

<質疑>

○　向山委員　　　　ネット学習会、これほど見えないところでいろいろな痛ましい事件がおきているのに、ここに全ての学校が入っていないのはどうかと思います。保護者対象に学習会を開くようにしてほしい。たとえばＰＴＡ総会などでたくさん人が集まる機会に、１人でも多くの保護者に研修してもらったらいいのではないかと思います。
○　教育長　　　　　研修については、ＮＴＴなどの他の企業が研修を開いていると思います。　
○　向山委員　　　　不登校について中学校1年生が増加したとはどこがどんなふうに増えたんですか。

具体的に早く手をうたないと進路指導等にかかわってくるのではないかと思います。

○　教育長　　　　　不登校については、本当に特定の学校ですが原因をきちんと分析して対応しないといけないと思います。

○　向山委員　　　　増えている所についてはケース会議とかはしているんですか。
○　川田主査　　　　昨年度も数回参加いたしました。担任の先生が中心で家庭訪問等しておりますが、こちらも含め、チームとして関わっていかなければと思います。

○　久保課長　　　　毎月のスタッフ会をしているので、そのなかで報告があがってきています。不登校が増加傾向にある段階においても、その会議の中で検討し、センターから学校へ出向いて、先生方との話し合いを持つ機会を設けています。何が原因かは個々に違いもありますが、初期の段階での対応が必要になるかと思い、今のスタッフが学校との連携のもとで動いていかなければと思っています。

原因がやはり家庭生活での課題を抱えていることが多い背景にでてきているかなと思います。

○　向山委員　　　　初期の段階で、報告、連絡、相談、確認など早めの対応をチームでしていただけたらと思います。
○　山本委員　　　　相談活動の「気になる」、心のサポートの方でも「気になる」項目があり、回数や人数も多いですがどんな相談ですか。

○　川田主査　　　　例えば、非行、不良でもない、学校にも来ているが教員から見て少し気になる行動があるとか、発達障害の診断はでていないがそのような傾向があるなどです。
○　山本委員　　　　青色防犯パトロール用車両について、パトロール車でパトロールすればいろいろな事件や事故の防止になると思いますが、今は2台でパトロールしているんでしょうか。5台で回っていた状況と2台で回っている状況とでは違いがありますか。2台で充分市内をフォローできているということでしょうか。

○　教育長　　　　　人員の問題もありまして人数分しか動けません。

○　山本委員　　　　今は実質１台が日常的にパトロールしているということですね。
○　大久保委員　　　パトロールの中でもありましたが、補導員とはどんな仕事をしているんですか
○　教育長　　　　　学校区ごと、引田、白鳥、大内地区でお願いしています。学校関係者や一般の人、健全育成のメンバ－やライオンズクラブなどです。

○　大久保委員　　　実際にこの人達が何かして下さった件数はどのくらいですか。
○　川田主査　　　　年に２、３回くらいで、主に祭りやイベントの補導です。

○　大久保委員　　　相談活動の「学年別子供の相談対象者実数」で高校生まで書かれていていますが、幼、小、中までで、高校生になれば高校の方へ引き継ぎをすると思いますが、中学校を卒業後、家から出たがらないとか困難な子供たちの場合は相談を受けているのでしょうか。

○　川田主査　　　　中学校を卒業して高校に通いにくかったり、やめたりというケースもあります。子ども総合支援センターとしては、概ね18歳と多少幅をもたせてありますので、つながりのある子の相談や家庭訪問に行ったりなどアフターケアーはしている状況です。

○　樫原委員　　　　「教育支援ネットワーク活動」の「活動内容」定期訪問のところで、水曜日に幼稚園・保育園に行っているようですが、私立のけいあいこども園や東かがわこどもアカデミーは入っているのでしょうか。
○　川田主査　　　　現在、全ての幼稚園、保育所を回っています。
○　樫原委員　　　　子どもSOS事業ですが、トイレで利用が3回、その他が7回ですがその他の内容を教えて下さい。
○　教育長　　　　　例としては喉が乾いて水をいただいたり、電話を借りるなどです。
■日程第１２　報告　第５号　平成３０年６月議会定例会提出「平成３０年度教育関係補正予算」について

　学校教育課　久保課長が地域おこし協力隊事業の家賃にかかる使用料等、学力向上モデル校事業（学習習慣形成モデル校事業）、いじめ・不登校・暴力行為等の未然防止事業（心の交流事業）委託料について説明。
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